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(57)【要約】
　内視鏡システムは、被検体の光学像を撮像する撮像部
によって得た内視鏡画像に基づく映像信号を出力する内
視鏡と、内視鏡が着脱自在に接続されて、内視鏡からの
映像信号に対して映像信号処理を行うビデオプロセッサ
とを具備する内視鏡システムであって、ビデオプロセッ
サは、内視鏡が映像信号の周波数補正を行う第１の周波
数補正部を有する場合に第１の周波数補正部において用
いられた第１の周波数補正情報が入力され、第１の周波
数補正情報に基づいて第１の周波数補正部の周波数補正
処理と協調して周波数補正を行うための第２の周波数補
正情報を取得する補正量取得部と、内視鏡からの映像信
号に対して第２の周波数補正情報を用いて周波数補正を
行う第２の周波数補正部と、を具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の光学像を撮像する撮像部によって得た内視鏡画像に基づく映像信号を出力する
内視鏡と、前記内視鏡が着脱自在に接続されて、前記内視鏡からの映像信号に対して映像
信号処理を行うビデオプロセッサとを具備する内視鏡システムであって、
　前記ビデオプロセッサは、
　前記内視鏡が前記映像信号の周波数補正を行う第１の周波数補正部を有する場合に前記
第１の周波数補正部において用いられた第１の周波数補正情報が入力され、前記第１の周
波数補正情報に基づいて前記第１の周波数補正部の周波数補正処理と協調して周波数補正
を行うための第２の周波数補正情報を取得する補正量取得部と、
　前記内視鏡からの映像信号に対して前記第２の周波数補正情報を用いて周波数補正を行
う第２の周波数補正部と、
　を具備する内視鏡システム。
【請求項２】
　前記ビデオプロセッサは、
　前記内視鏡が前記映像信号の周波数補正を行う第１の周波数補正部を有するか否かを検
知する内視鏡検知部を具備し、
　前記補正量取得部は、前記内視鏡が前記第１の周波数補正部を有する場合には、前記第
２の周波数補正情報を前記第２の周波数補正部に与えて周波数補正を行わせ、前記内視鏡
が前記第１の周波数補正部を有さない場合には、前記第２の周波数補正部が単独で周波数
補正を行うための第３の周波数補正情報を取得し、前記第３の周波数補正情報を前記第２
の周波数補正部に与えて周波数補正を行わせる
　請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記ビデオプロセッサは、
　前記第２の周波数補正情報を記憶するメモリを有する
　請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記ビデオプロセッサは、
　前記第２及び第３の周波数補正情報を記憶するメモリを有する
　請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項５】
　前記ビデオプロセッサは、
　前記第２の周波数補正部が単独で周波数補正を行うための第３の周波数補正情報を記憶
するメモリを有し、
　前記補正量取得部は、前記第１の周波数補正情報及び前記第３の周波数補正情報に基づ
いて、前記第２の周波数補正情報を生成する
　請求項１又は２に記載の内視鏡システム。
【請求項６】
　前記第１の周波数補正部は、前記撮像部から前記第１の周波数補正部までの前記映像信
号の伝送路による伝送損失を補正し、
　前記第２の周波数補正部は、前記映像信号の輪郭協調処理を行う
　請求項１又は２に記載の内視鏡システム。
【請求項７】
　前記第２の周波数補正部は、前記ビデオプロセッサに接続される内視鏡の種別毎で周波
数帯域毎に前記映像信号の周波数補正を行う
　請求項１又は２に記載の内視鏡システム。
【請求項８】
　前記第２の周波数補正部は、前記内視鏡画像の水平方向及び垂直方向について独立に周
波数補正を行う
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　請求項１又は２に記載の内視鏡システム。
【請求項９】
　前記内視鏡は、前記第１の周波数補正情報を記憶する第１の情報メモリを有する
　請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記ビデオプロセッサは、
　前記内視鏡が装着されると、前記第１の情報メモリから前記第１の周波数補正情報を読
み出す
　請求項９に記載の内視鏡システム。
【請求項１１】
　前記ビデオプロセッサは、
　前記撮像部の感度に対応したスコープ情報が入力され、入力されたスコープ情報に基づ
くゲイン補正値で前記内視鏡からの映像信号を増幅した後前記第２の周波数補正部に与え
るゲイン補正部
　を具備する請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項１２】
　前記ゲイン補正部は、前記ゲイン補正値に基づくノイズリダクション強度で前記ゲイン
補正部の出力に対するノイズリダクション処理を行うノイズリダクション部
　を具備する請求項１０に記載の内視鏡システム。
【請求項１３】
　前記ビデオプロセッサは、
　前記撮像部の感度に対応したスコープ情報が入力され、入力されたスコープ情報に基づ
いて前記被検体を照明する照明光の光量を調整する調光制御部
　を具備する請求項１に記載の内視鏡システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像部からの内視鏡画像を処理する内視鏡システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡（以下、スコープともいう）は医療分野における診断や処置具を用いた治
療等に広く用いられるようになった。電荷結合素子（ＣＣＤ）等の撮像素子を内視鏡先端
に設け、ＣＣＤを用いて撮像した観察像をビデオプロセッサによってテレビモニタに映出
する電子内視鏡装置が普及している。
【０００３】
　ビデオプロセッサは、スコープからの映像信号に対して、種々の映像信号処理を施して
、モニタに出力する。例えば、ビデオプロセッサにおいては、輪郭強調処理等の補正処理
が行われる。
【０００４】
　ところで、内視鏡システムにおいては、スコープに、挿入部先端に設けられた撮像素子
から読み出される映像信号に対する補正処理を行うための補正回路（以下、スコープ内補
正回路ともいう）が集積回路として設けられているものがある。撮像素子からの映像信号
はスコープ内補正回路において補正処理された後、ビデオプロセッサに出力される。
【０００５】
　ところで、撮像素子の出力をＣＤＳ（相関二重サンプリング）処理するＣＤＳ回路が内
蔵されたスコープも開発されている（日本国特開２００８－８０００７号公報参照）。こ
のようなスコープにおいては、ＣＤＳ処理後の映像信号は、スコープ内のケーブル伝送特
性の影響を大きく受け、画像高域成分の減衰が大きくなってしまう。そこで、ＣＤＳ回路
の出力をスコープ内補正回路によって補正処理した後、ビデオプロセッサに出力するよう
になっている。
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【０００６】
　ところが、上述したように、ビデオプロセッサにおいても輪郭強調等の補正処理を行っ
ており、スコープ内補正回路による補正処理の影響を受けて、ビデオプロセッサにおける
補正処理によって映像信号が劣化してしまうことがあるという問題点があった。
【０００７】
　本発明は、プロセッサ内補正回路においてスコープ内補正回路の補正処理と協調した補
正処理を行うことにより、画質を向上させることができる内視鏡システムを提供すること
を目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様に係る内視鏡システムは、被検体の光学像を撮像する撮像部によって得
た内視鏡画像に基づく映像信号を出力する内視鏡と、前記内視鏡が着脱自在に接続されて
、前記内視鏡からの映像信号に対して映像信号処理を行うビデオプロセッサとを具備する
内視鏡システムであって、前記ビデオプロセッサは、前記内視鏡が前記映像信号の周波数
補正を行う第１の周波数補正部を有する場合に前記第１の周波数補正部において用いられ
た第１の周波数補正情報が入力され、前記第１の周波数補正情報に基づいて前記第１の周
波数補正部の周波数補正処理と協調して周波数補正を行うための第２の周波数補正情報を
取得する補正量取得部と、前記内視鏡からの映像信号に対して前記第２の周波数補正情報
を用いて周波数補正を行う第２の周波数補正部と、を具備する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡システムを示すブロック図である
。
【図２】図２は図１中のスコープ内基板１５の周波数補正部１６の具体的な構成を示す回
路図である。
【図３】図３は周波数補正部１６の作用を説明するための波形図である。
【図４】図４は白キズ補正回路２３の動作を説明するための説明図である。
【図５】図５は白キズ補正回路２３の動作フローを示すフローチャートである。
【図６】図６は横軸に時間をとり縦軸に制御量をとって過渡応答特性を示すグラフである
。
【図７】図７は本発明の第２の実施の形態を示すブロック図である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態について詳細に説明する。
【００１１】
　図１は本発明の第１の実施の形態に係る内視鏡システムを示すブロック図である。また
、図２は図１中のスコープ内基板１５の周波数補正部１６の具体的な構成を示す回路図で
ある。また、図３は周波数補正部１６の作用を説明するための波形図である。なお、図１
中において太線は、映像信号の流れを示している。
【００１２】
　図１に示す内視鏡システムは、内視鏡１０とビデオプロセッサ２０とによって構成され
る。内視鏡１０には、挿入部１１の先端に撮像部１２が設けられている。撮像部１２は、
被写体からの光学像を光電変換して、被写体の映像信号をＣＤＳ回路部１３に出力する。
ＣＤＳ回路部１３は、撮像部１２から出力される映像信号に対してＣＤＳ（相関二重サン
プリング）処理を施す。
【００１３】
　ＣＤＳ回路部１３からの映像信号は、内視鏡１０に配線されたケーブル１４を介してス
コープ内基板１５の周波数補正部１６に伝達される。スコープ内補正回路としての周波数
補正部１６は、入力された映像信号を周波数補正処理した後、ＡＤ変換器（ＡＤＣ）１７
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に出力する。ＡＤＣ１７は、入力されたアナログ映像信号をデジタル信号に変換して出力
する。
【００１４】
　図２において、周波数補正部１６は、オペアンプ４３によって構成されている。ＣＤＳ
回路部１３からの映像信号は終端抵抗Ｒ１及びバッファ４２を介してオペアンプ４３の正
相入力端に供給される。オペアンプ４３の出力端は抵抗Ｒ４を介して逆相入力端に接続さ
れる。オペアンプ４３の逆相入力端は、コンデンサＣ１及び抵抗Ｒ３によって構成される
高域補正制御部４４を介して基準電位点に接続され、高域補正制御部４４には抵抗Ｒ２が
並列接続されている。
【００１５】
　このように構成された周波数補正部１６によれば、終端抵抗Ｒ１の抵抗値の調整及び高
域補正制御部４４によって、ゲインの制御及び高域強調が可能である。図３の左側は、Ｃ
ＤＳ回路部１３からのＣＤＳ出力波形を示している。ＣＤＳ出力は各画素に対応したパル
ス状の波形を有し、パルスの振幅は各画素のレベルに対応する。
【００１６】
　図３の例では、同様の画素レベルのＣＤＳ出力の例を示している。このＣＤＳ出力は、
ケーブル１４の伝送時において、ケーブルの伝送損失に応じて減衰する。図３の中央はケ
ーブル１４による伝送後の波形を示しており、図３の例では、ケーブル１４によって、特
にＣＤＳ出力の高域成分が減衰したことを示している。ケーブル１４によって伝送された
ＣＤＳ出力は周波数補正部１６の終端抵抗Ｒ１の調整及び高域補正によって、図３の右側
に示す波形となる。図３に示すように、ＣＤＳ出力はレベルが高くなると共に、高域特性
が若干改善されている。
【００１７】
　なお、図３に示すように、周波数補正部１６では十分な周波数補正を行うことができる
とは限らない。周波数補正部１６は、ビデオプロセッサ２０において十分な周波数補正処
理が行えるように、解像度の劣化を抑制するための周波数補正を行う。このような周波数
補正部１６の出力がＡＤＣ１７によってデジタル信号に変換された後、ビデオプロセッサ
２０に供給される。
【００１８】
　また、スコープ内基板１５には、ＣＣＤ駆動部１８が設けられている。ＣＣＤ駆動部１
８は、ビデオプロセッサ２０からの制御信号に基づいて、撮像部１２を構成するＣＣＤを
駆動するようになっている。なお、撮像部１２をＣＣＤ以外の撮像素子によって構成して
もよい。
【００１９】
　本実施の形態においては、スコープ内基板１５には、メモリ１９が設けられている。メ
モリ１９は、内視鏡１０に関するスコープ情報を記憶する。スコープ情報としては、内視
鏡１０の種類やケーブル１４のケーブル長やケーブル伝送特性の情報、撮像部１２に関す
る情報等がある。例えば、スコープ情報には、撮像部１２を構成するＣＣＤ等の撮像素子
の感度のバラツキ関する情報や各画素の感度バラツキ補正するための補正値等の情報も含
まれる。更に、スコープ情報には、撮像部１２としてゲインを調整可能な撮像素子を用い
る場合には、そのゲイン値の情報も含まれる。ビデオプロセッサ２０は、メモリ１９に記
憶されたスコープ情報を読み出して取得することができるようになっている。
【００２０】
　なお、本実施の形態においては、スコープ情報をメモリ１９に記憶させる例について説
明するが、スコープ情報に対応した抵抗値を有する１つ以上の抵抗を内視鏡１０に設け、
ビデオプロセッサ２０が抵抗値を読み出すことでスコープ情報を取得するようにしてもよ
い。
【００２１】
　ビデオプロセッサ２０はＦＰＧＡ（フィールドプログラマブルゲートアレイ）３９及び
ＤＡＣ２９によって構成されている。ビデオプロセッサ２０内の映像入力部２１は、内視
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鏡１０からの映像信号を取り込んでＡＧＣ回路２２及び検波部３２に出力する。ＡＧＣ回
路２２は後述するＡＧＣ用フィルタ３３の出力によってゲインが制御されて、入力された
映像信号を増幅してプロセッサ内補正回路の１つである白キズ補正回路２３に出力する。
【００２２】
　蛍光観察では高感度撮像素子を用いることから、白キズと呼ばれる画素欠陥が観察画像
に現れることがある。白キズを補正する方法として、注目画素とその周辺画素の輝度信号
平均値との比較によって注目画素が白キズであるか否かを判定し、白キズと判定した場合
には周辺画素の平均値で置き換える方法がある。しかし、この方法では解像度が劣化する
という問題がある。そこで、白キズ補正回路２３は、注目画素の周辺画素の２番目に値が
大きい画素値を用いることで白キズ画素を検出する。
【００２３】
　図４は白キズ補正回路２３の動作を説明するための説明図であり、図５は白キズ補正回
路２３の動作フローを示すフローチャートである。
【００２４】
　白キズ補正回路２３は、図４の中央の注目画素Ａとその周辺画素Ｂ～Ｉを用いて白キズ
の補正を行う。白キズ補正回路２３は、３×３画素の周辺画素Ｂ～Ｉの各画素値のうち２
番目に大きい値（以下、２番値という）の画素を検出する。例えば、値が同じものを含む
場合で示すと、周辺画素Ｂ～Ｉの８つの画素値が大きい方から順番に（7、7、6、5、4、3
、2、1）（以下、例１）であったとすると、２番値は、'６'ではなく、'７'となる。
【００２５】
　白キズ補正回路２３は、図５のステップＳ１において、「注目画素－周辺画素」の演算
によって、注目画素Ａと周辺の各画素Ｂ～Ｉとの差分を夫々求める。次に、ステップＳ２
において、白キズ補正回路２３は、得られた８つの差分値について０よりも大きい個数が
７以上であるか否かを判定する。上述の例１の場合、注目画素Ａの画素値が８以上であれ
ば、白キズ補正回路２３はステップＳ４に処理を移行して注目画素Ａを白キズ画素と判定
する。
【００２６】
　７つ以上という条件は、３×３画素領域内に２個白キズが存在している撮像素子も補正
対象とすることを可能とする。
【００２７】
　０よりも大きい差分値が７つ以上ない場合には、白キズ補正回路２３は次のステップＳ
３において差分値の全てが０よりも小さいか否かを判定する。上述の例１の場合、注目画
素Ａの画素値が０であれば、白キズ補正回路２３はステップＳ５に処理を移行して注目画
素Ａを黒ピークノイズと判定する。また、上述の例１の場合、注目画素Ａの画素値が１以
上であれば、白キズ補正回路２３はステップＳ６に処理を移行して注目画素Ａを通常画素
と判定する。
【００２８】
　白キズ補正回路２３は、注目画素Ａを白キズ画素と判定した場合には、処理をステップ
Ｓ７に移行して注目画素Ａを２番値で補正する。また、白キズ補正回路２３は、注目画素
Ａを黒ピークノイズと判定した場合には、処理をステップＳ８に移行して注目画素Ａを周
辺画素の最小値で補正する。また、白キズ補正回路２３は、注目画素Ａを通常画素と判定
した場合には、処理をステップＳ９に移行して注目画素Ａをそのまま出力する。
【００２９】
　このように、白キズ補正回路２３を用いた場合には、白キズ画素を確実に検出して、2
番値で置き換えることで、白キズを補正することができる。
【００３０】
　なお、白キズ補正回路２３は、黒ピーク画素にも配慮した構成としてもよい。「注目画
素－周辺画素」の差分演算によって得られる８つの結果全てが、０よりも小さい結果であ
れば、注目画素を黒ピーク画素として検出することができる。この場合には、注目画素を
、２番値で置き換えることで、黒ピーク画素の補正も可能である。
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【００３１】
　白キズ補正回路２３によって白キズが補正された映像信号は、プロセッサ内補正回路の
１つであるゲイン補正回路２４に与えられる。ゲイン補正回路２４には演算部２５及びノ
イズリダクション回路（ＮＲ）２６が設けられている。ゲイン補正回路２４は、制御部４
０に制御されて、映像信号のゲインを補正する。
【００３２】
　制御部４０は、内視鏡１０内のメモリ１９からスコープ情報を読み出す。スコープ情報
には、撮像部１２のＣＣＤのバラツキに対応したゲイン補正値が含まれており、制御部４
０の補正量取得部３６はゲイン補正値を取得する。制御部４０はスコープ情報に含まれる
ゲイン補正値に基づいてゲイン補正回路２４を制御する。
【００３３】
　ゲイン補正回路２４の演算部２５は、例えば映像信号とゲイン補正値との乗算を行って
、ＣＣＤの感度のバラツキを補正する。演算部２５の演算処理によって、内視鏡１０に設
けられた撮像部１２の撮像素子の感度のバラツキを補正することが可能である。
【００３４】
　演算部２５の出力は、ノイズリダクション回路（ＮＲ）２６に与えられる。ＮＲ２６は
、演算部２５からの映像信号のノイズを除去した後、映像処理部２７に出力する。演算部
２５の演算によってノイズ成分も増幅される可能性があるが、ＮＲ２６を演算部の後段に
配置していることから、増幅されたノイズ成分についても確実に除去可能である。
【００３５】
　また、ＮＲ２６は、演算部２５によって映像信号に乗算されるゲイン補正値に応じて、
ノイズリダクション強度を変化させてもよい。例えば、ＮＲ２６は、ゲイン補正値が１よ
りも大きい場合には、ノイズリダクション強度を高くし、ゲイン補正値が１よりも小さい
場合には、ノイズリダクション強度を低くする。
【００３６】
　また、本実施の形態においては、プロセッサ内補正回路として調光制御部３４も設けら
れている。調光制御部３４は、制御部４０に制御されて、調光用フィルタ３５を介して図
示しない光源に調光制御信号を出力する。例えば、内視鏡１０の挿入部１１は、先端に光
源からの光を被写体に照明する図示しない光学系を備えており、光源からの照明光量を変
化させることで、撮像部１２からの映像信号のレベルを変化させることが可能である。そ
こで、ＣＣＤの感度バラツキに応じて、光源の照明光量を制御することで、感度バラツキ
の補正が可能である。
【００３７】
　調光制御部３４は、制御部４０からスコープ情報に含まれる感度補正値が与えられ、Ｃ
ＣＤの感度バラツキを補正するための調光制御信号と、ＣＣＤに対応した同期信号を、光
源へ出力する。この調光制御信号が調光用フィルタ３５を介して光源に供給されることで
、ＣＣＤの感度に応じて照明光量が制御される。これにより、ＣＣＤの感度バラツキの補
正が可能である。また、調光制御部３４は、ビデオプロセッサ起動時に接続されているＣ
ＣＤを検知するまでは、同期信号の出力を停止し、検知後は、検知したＣＣＤに対応した
同期信号を出力する。その後は、スコープが抜去されＣＣＤが未接続になった場合も、ス
コープが抜去される前に出力されていたＣＣＤに対応した同期信号が出力される。調光制
御部３４は、スコープ抜去後、新たなＣＣＤを検知した場合、新しいＣＣＤに対応した同
期信号を出力する。
【００３８】
　また、ゲイン補正回路２４及び調光制御部３４は、内視鏡１０に記憶されたスコープ情
報に基づいて、感度のバラツキを補正するだけでなく、ビデオプロセッサ２０に入力され
た映像信号に基づいて感度のバラツキを補正するようにしてもよい。
【００３９】
　検波部３２は映像入力部２１からの映像信号を検波し、映像信号の検波結果を制御部４
０に出力している。オプティカルブラックに対応する期間（ＯＢ期間）の映像信号はノイ
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ズ成分である。制御部４０は、このＯＢ期間のノイズ信号を加算して、ＯＢ期間の信号レ
ベルの平均値（以下、ＯＢ平均値という）を算出する。ＣＣＤの感度が高い場合にはＯＢ
平均値は比較的高くなり、ＣＣＤの感度が低い場合にはＯＢ平均値は比較的低くなる。従
って、ＯＢ平均値によってＣＣＤ感度のバラツキを検出することができる。即ち、制御部
４０がＯＢ平均値に基づく補正値をゲイン補正回路２４及び調光制御部３４に与えること
で、ゲイン補正回路２４及び調光制御部３４は、ＣＣＤの感度バラツキの補正が可能であ
る。例えば、制御部４０は、所定値をＯＢ平均値で除算した値を補正値とすることができ
る。
【００４０】
　また、制御部４０は、感度バラツキの補正の目標値を決定するために、光源の照明光量
を制御する。例えば、制御部４０は、検波部３２の出力に基づいて平均輝度を算出する。
制御部４０は、所定の目標値に補正値を乗算して得た補正目標値と平均輝度とが近くなる
ように、調光制御部３４を制御して照明量を調整する。
【００４１】
　また、制御部４０は、補正目標値と平均輝度との差が所定の閾値を超えるまでは、演算
部２５の演算動作を停止させておいてもよい。即ち、制御部４０は、感度のバラツキが比
較的大きくなって、補正目標値が平均輝度から所定の閾値よりも大きくずれた場合に、演
算部２５の演算動作を開始させて、感度のバラツキを抑制するようにしてもよい。
【００４２】
　ところで、ＮＲ２６によるノイズリダクション効果は、撮像部１２を構成するＣＣＤの
種類、観察モード、ゲイン等によって変化する。そこで、制御部４０は、これらに応じて
ＮＲ２６のノイズリダクションを制御するようになっている。
【００４３】
　例えば、ゲイン値を変更可能な撮像素子によって撮像部１２が構成されている場合には
、制御部４０の補正量取得部３６はスコープ情報から撮像素子のゲイン値の情報を抽出し
、制御部４０はこのゲイン値に応じてＮＲ２６のノイズリダクションを制御する。制御部
４０は、ゲイン値が高い程、ノイズリダクション強度を強くするようになっている。
【００４４】
　なお、図１の内視鏡１０のように、ビデオプロセッサ２０に接続されるスコープの撮像
部が制御部４０の制御に応じて駆動される場合には、制御部４０において撮像素子のゲイ
ン値は把握されている。従って、この場合には、制御部４０はスコープ情報を用いること
なくゲイン値を取得して、ＮＲ２６を制御してもよい。
【００４５】
　例えば、ＮＲ２６は、予め複数種類のノイズリダクションパラメータを保持しており、
制御部４０は、使用するノイズリダクションパラメータを指定することでノイズリダクシ
ョン強度を決定することができる。例えば、制御部４０は、ゲイン値をｎ（例えば８）段
階に分割し、ｎ（例えば８）段階のノイズリダクションパラメータのいずれかを指定する
ことで、ゲイン値に応じたノイズリダクション強度の設定が可能である。
【００４６】
　例えば、ＮＲ２６が平滑化フィルタを有する構成である場合には、制御部４０は、平滑
化フィルタの強度パラメータをゲイン値に応じて設定することで、ゲイン値に応じたノイ
ズリダクション強度を得ることができる。
【００４７】
　また、制御部４０は、映像信号に含まれるノイズ量に応じてノイズリダクション強度を
変化させてもよい。例えば、制御部４０は、検波部３２の出力によってＯＢ期間のノイズ
量を求め、求めたノイズ量に応じてノイズリダクション強度を変化させる。この場合にも
、制御部４０は、ノイズ量をｎ段階に分割し、ノイズリダクション強度をｎ段階で制御し
てもよい。
【００４８】
　更に、制御部４０は、ＣＣＤの種類に応じてノイズリダクション強度を変化させてもよ
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い。例えば、制御部４０の補正量取得部３６は、ＣＣＤの解像度をスコープ情報によって
取得し、制御部４０は解像度が高い程、ノイズリダクション強度を強くする。
【００４９】
　また、制御部４０は、光源の種類に応じてノイズリダクション強度を変化させてもよい
。例えば、通常光観察モード、蛍光観察モード、狭帯域観察モード及び赤外観察モード等
の各モードに応じて、光源の照明光が変化する。そこで、制御部４０は、観察モードに応
じてノイズリダクション強度を変化させる。
【００５０】
　また、ビデオプロセッサ２０は図示しない外部入力端子を介して入力される外部入力を
、ピクチャーインピクチャー表示させることも可能である。この場合において、制御部４
０は、外部入力された映像信号に対してノイズリダクション強度を変化させるようにして
もよい。
【００５１】
　ビデオプロセッサ２０は入力された映像信号についての明るさ制御も行うようになって
いる。明るさ制御としては、ＡＧＣ回路２２によるゲイン制御、調光制御部３４による調
光制御及び電子シャッタ制御部３０による電子シャッタ制御が考えられる。
【００５２】
　検波部３２の検波結果は、ＡＧＣ制御信号としてＡＧＣ用フィルタ３３を介してＡＧＣ
回路２２に供給されている。ＡＧＣ回路２２は、ＡＧＣ制御信号によって平均輝度レベル
が所定のレベルとなるように、入力された映像信号のゲインを制御する。制御部４０は、
検波部３２を制御して、明るさの目標値を設定するようになっている。
【００５３】
　また、上述したように、調光制御部３４は、制御部４０に制御されて、光源を調光制御
する。制御部４０は、調光制御部３４の調光制御による明るさの目標値を設定することが
できる。
【００５４】
　電子シャッタ制御部３０は、制御部４０に制御されて、電子シャッタの開閉を制御する
電子シャッタ制御信号を生成する。電子シャッタ制御信号は、電子シャッタ用フィルタ３
１を介してＣＣＤ駆動部１８に与えられる。電子シャッタ制御信号によって、撮像部１２
の電子シャッタの開閉が制御される。制御部４０は、電子シャッタ制御による明るさの目
標値を電子シャッタ制御部３０に設定することができる。
【００５５】
　本実施の形態においては、検波部３２からのＡＧＣ制御信号、調光制御部３４からの調
光制御信号及び電子シャッタ制御部３０からの電子シャッタ制御信号は、夫々ＡＧＣ用フ
ィルタ３３，調光用フィルタ３５及び電子シャッタ用フィルタ３１を介してＡＧＣ回路２
２、光源、及びＣＣＤ駆動部１８に供給されている。
【００５６】
　従って、フィルタ３３，３５，３１のフィルタ係数を適宜設定することにより、過渡応
答の時定数を調節することができる。即ち、フィルタ３３，３５，３１によって、ＡＧＣ
制御、調光制御及び電子シャッタ制御の応答速度を制御することができるようになってい
る。なお、フィルタ３３，３５，３１のフィルタ係数は制御部４０によって変更可能に構
成してもよい。
【００５７】
　図６は横軸に時間をとり縦軸に制御量をとって過渡応答特性を示すグラフである。図６
の時定数Ｔ１～Ｔ３には、Ｔ１＜Ｔ２＜Ｔ３の関係がある。例えば、電子シャッタ用フィ
ルタ３１による時定数をＴ１とし、調光用フィルタ３５による時定数をＴ２とし、ＡＧＣ
用フィルタ３３による時定数をＴ３とする。
【００５８】
　この場合には、制御部４０による制御によって、先ず電子シャッタが制御されて明るさ
を変化させ、次に、光源が制御されて明るさを変化させ、最後にＡＧＣ回路２２が制御さ
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れて明るさを変化させる。また、この場合には、制御部４０は、例えば、電子シャッタに
よる明るさ制御の目標値を最も高くし、次に、光源による明るさ制御の目標値を高くし、
ＡＧＣ回路２２による明るさ制御の目標値を最も低くする。
【００５９】
　また、図６の説明では、電子シャッタ制御の応答速度を最も早くし、調光制御、ＡＧＣ
制御の順で応答速度を遅くする例を説明したが、調光制御の応答速度を最も早くし、電子
シャッタ制御、ＡＧＣ制御の順で応答速度を遅くするようにしてもよい。また、この場合
には、調光による明るさ制御の目標値を最も高くし、電子シャッタ制御、ＡＧＣ制御の順
で明るさ制御の目標値を低くするようにしてもよい。
【００６０】
　ゲイン補正回路２４からの映像信号は映像処理部２７に供給される。映像処理部２７は
、入力された映像信号に、γ補正処理及びホワイトバランス調整処理を施した後、周波数
補正部２８に出力する。周波数補正部２８は、映像処理部２７からの映像信号に対して、
Ｒ，Ｇ，Ｂ信号毎で且つ各周波数帯域毎に周波数補正する。
【００６１】
　メモリ３８には、各スコープ種別毎に、プロセッサ内補正回路において用いる各種補正
情報（補正値）が記憶されている。メモリ３８には、ビデオプロセッサ２０内において、
スコープ内補正回路における補正を考慮した補正を行うための補正情報が記憶される。
【００６２】
　例えば、メモリ３８には、各スコープに対応して各周波数帯域毎で、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号毎
の周波数補正情報が記憶されている。メモリ３８が記憶する周波数補正情報は、スコープ
内補正回路である周波数補正部１６による周波数補正と協調して周波数補正を行うための
周波数補正量を与えるものとなっている。
【００６３】
　上述したように、制御部４０は、内視鏡１０のメモリ１９からスコープ情報を読み出す
。制御部４０の内視鏡検知部３７は、スコープ情報によって、ビデオプロセッサ２０に接
続されている内視鏡の種別を検知する。これにより、内視鏡検知部３７は、ビデオプロセ
ッサ２０に接続されているスコープの種別、例えば、アナログスコープであるかデジタル
スコープであるか、ＣＤＳ回路部を内蔵しているか否か、スコープ内補正回路としてどの
ような補正回路を内蔵しているか等の情報を認識可能である。
【００６４】
　補正量取得部３６は、スコープ情報に基づいて、プロセッサ内補正回路において補正を
行うための補正情報を取得する。例えば、補正量取得部３６は、メモリ３８から周波数補
正情報を読み出す。これにより、制御部４０は、ビデオプロセッサ２０側で補正すべき周
波数特性を周波数補正部２８に設定可能である。
【００６５】
　周波数補正部２８は、制御部４０からの補正情報に基づいて周波数補正を行う。即ち、
周波数補正部２８は、スコープ内補正回路である周波数補正部１６の周波数補正と協調し
、内視鏡の種類に応じて、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号毎で周波数帯域毎に、周波数補正を行う。
【００６６】
　このように、周波数補正部２８が制御部４０からの補正情報に基づいて周波数補正を行
うことで、スコープ内補正回路である周波数補正部１６による周波数補正と協調した周波
数補正が可能であり、極めて効果的な周波数補正を行うことができる。周波数補正部２８
による周波数補正処理によって、輪郭強調が行われると共に解像度劣化が抑制される。
【００６７】
　なお、信号ケーブル１４の伝送時における画像の劣化の度合いは、画像の水平方向と垂
直方向とで異なる。そこで、補正量取得部３６において、スコープ情報に基づいて水平及
び垂直解像度の情報や水平及び垂直方向の補正情報を取得し、制御部４０が水平方向及び
垂直方向の各補正情報を周波数補正部２８に与えることで、周波数補正部２８において、
水平方向及び垂直方向について夫々独立に周波数補正を行うようにしてもよい。
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【００６８】
　周波数補正部２８の出力はＤＡ変換器（ＤＡＣ）２９に与えられる。ＤＡＣ２９は入力
された映像信号をアナログ信号に戻して、モニタ４１に出力する。こうして、モニタ４１
の表示画面上に、内視鏡１０からの撮像画像に基づく映像表示が行われる。
【００６９】
　なお、周波数補正部１６においても、ビデオプロセッサ２０内の周波数補正部２８と同
様に、各周波数帯毎、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号毎、水平及び垂直方向毎に周波数補正を行ってもよ
い。
【００７０】
　次に、このように構成された実施の形態の動作について説明する。
【００７１】
　内視鏡１０とビデオプロセッサ２０とを接続して、内視鏡１０及びビデオプロセッサ２
０の電源を投入する。これにより、内視鏡１０のＣＣＤ駆動部１８は撮像部１２のＣＣＤ
を駆動して被写体を撮像する。撮像部１２からの映像信号は、ＣＤＳ回路部１３において
ＣＤＳ処理された後、ケーブル１４を介してスコープ内基板１５上に構成された周波数補
正部１６に供給される。周波数補正部１６は、ケーブル１４による減衰に対して高域強調
のための周波数補正を行う。なお、周波数補正部１６においては、十分な周波数補正を行
うことができないが、解像度が劣化することを防止して、ビデオプロセッサ２０における
周波数補正処理を効率的に行うことを可能にする。周波数補正部１６からの映像信号はＡ
ＤＣ１７においてデジタル信号に変換された後、ビデオプロセッサ２０に出力される。
【００７２】
　ビデオプロセッサ２０の制御部４０は、内視鏡１０のメモリ１９に記憶されたスコープ
情報を読み出す。制御部４０の補正量取得部３６は、スコープ情報に基づいてビデオプロ
セッサ２０内の各補正回路の各種補正情報を取得する。例えば、補正量取得部３６は、ス
コープ情報に基づいてメモリ３８の読出しを行い、ビデオプロセッサ２０に接続された内
視鏡１０の種類に応じた各周波数帯域毎の周波数補正情報を取得する。制御部４０は補正
量取得部３６によって取得した各補正情報に基づいて各部を制御する。
【００７３】
　内視鏡１０からの映像信号は、映像入力部２１を介してＡＧＣ回路２２に供給される。
検波部３２は入力された映像信号を検波して、ＡＧＣ制御信号をＡＧＣ用フィルタ３３を
介してＡＧＣ回路２２に供給する。ＡＧＣ回路２２はＡＧＣ制御信号に基づくゲインで映
像信号を増幅した後、ゲイン補正回路２４に出力する。ゲイン補正回路２４には制御部４
０からゲイン補正値が与えられており、演算部２５は映像信号とゲイン補正値との例えば
乗算によって感度バラツキを補正する。演算部２５からの映像信号はＮＲ２６によってノ
イズが除去された後映像処理部２７に供給される。
【００７４】
　映像処理部２７は、入力された映像信号に所定の映像信号処理を施した後、周波数補正
部２８に出力する。本実施の形態においては、周波数補正部２８には、制御部４０からス
コープ情報に基づく周波数補正情報が供給される。即ち、周波数補正部２８に供給される
周波数補正情報は、スコープ内基板１５の周波数補正部１６における周波数補正処理と協
調して処理を行うためのものとなっており、周波数補正部２８は、周波数補正部１６にお
ける周波数補正処理と合わせて、最適な周波数補正処理を行うことができる。
【００７５】
　周波数補正部２８によって最適な周波数補正が行われて、輪郭が強調され解像度の劣化
が抑制された映像信号がＤＡＣ２９に供給される。ＤＡＣ２９は、入力された映像信号を
アナログ信号に戻した後、モニタ４１に出力する。こうして、モニタ４１の表示画面上に
は、内視鏡１０における各種補正処理を考慮してビデオプロセッサ２０内で各種補正が行
われて最適化された映像信号に基づく撮像画像が表示される。
【００７６】
　このように本実施の形態においては、スコープ内補正回路における補正情報をビデオプ
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ロセッサに伝達し、ビデオプロセッサにおいて、スコープ内補正回路における補正情報を
考慮した補正情報を用いて、スコープ内補正回路の補正処理と協調した補正処理を行うこ
とを可能にしている。これにより、映像信号に対する最適な補正処理が可能であり、高画
質の撮像画像を得ることができる。
【００７７】
　なお、本実施の形態においては、スコープ内補正回路として周波数補正部のみを採用し
た例を説明したが、スコープ内補正回路としてゲイン補正回路や感度バラツキ補正回路等
の各種補正回路を採用してもよいことは明らかである。この場合においても、補正量取得
部は、スコープ内補正回路の補正処理と協調した補正を行うための補正情報をビデオプロ
セッサ内のメモリから読み出す。
【００７８】
　また、本実施の形態においては、ビデオプロセッサ内のメモリに、ビデオプロセッサ内
補正回路において用いる補正情報であってスコープ内補正回路の補正を考慮した補正情報
が格納されているものとして説明したが、ビデオプロセッサ内のメモリに、ビデオプロセ
ッサ内補正回路において単独で用いる補正情報を格納し、補正量取得部がスコープ情報に
基づいてメモリから読み出した補正情報をスコープ内補正回路の補正を考慮した補正情報
に修正するようにしてもよい。
【００７９】
　図７は本発明の第２の実施の形態を示すブロック図である。図７において図１と同一の
構成要素には同一符号を付して説明を省略する。
【００８０】
　本実施の形態はアナログ内視鏡１１０が接続されるビデオプロセッサ１２０を採用した
点が第１の実施の形態と異なる。アナログ内視鏡１１０は、撮像部１２からの映像信号を
ビデオプロセッサ１２０に出力する。
【００８１】
　ビデオプロセッサ１２０は、映像入力部２１に代えてＣＤＳ回路部１２１及びＡＤＣ１
２２を採用すると共に、電子シャッタ制御部３０及び電子シャッタ用フィルタ３１を省略
した点が第１の実施の形態におけるビデオプロセッサ２０と異なるのみである。
【００８２】
　ＣＤＳ回路部１２１は、内視鏡１１０からの映像信号に対してＣＤＳ処理を施した後、
ＡＤＣ１２２に出力する。ＡＤＣ１２２は入力された映像信号をデジタル信号に変換して
、ＡＧＣ回路２２及び検波部３２に出力する。
【００８３】
　このように構成された実施の形態においては、内視鏡１１０とビデオプロセッサ１２０
とが接続されて電源が投入されると、内視鏡１１０からの映像信号がビデオプロセッサ１
２０に供給される。ビデオプロセッサ１２０の制御部４０は、内視鏡検知部３７によって
、アナログ信号を出力する内視鏡１１０が接続されており、ビデオプロセッサ１２０に入
力される映像信号にはスコープ内補正回路による補正が行われていないこと及びスコープ
情報が提供されないことを検出する。
【００８４】
　メモリ３８には、ビデオプロセッサ１２０単独で映像信号に対する補正処理を行うため
に必要な補正情報が記憶されている。この場合には、制御部４０は、メモリ３８に格納さ
れているビデオプロセッサ１２０単独で補正処理を行うための補正情報を読み出して、ビ
デオプロセッサ内補正回路を制御する。
【００８５】
　なお、内視鏡の種別を判別するための情報が内視鏡から提供される場合には、制御部４
０は、メモリ３８に格納された各内視鏡の種別毎の補正情報であって、ビデオプロセッサ
１２０単独で補正処理を行うための補正情報を読み出して、各補正回路に供給する。
【００８６】
　このように本実施の形態においては、ビデオプロセッサにアナログ内視鏡が接続された
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場合においても、メモリから補正情報を読み出すことで、映像信号に最適な補正処理を施
すことが可能である。他の効果は第１の実施の形態と同様である。
【００８７】

　本出願は、２０１０年８月２日に日本国に出願された特願２０１０－１７３８６２号を
優先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範
囲、図面に引用されたものとする。

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成24年7月24日(2012.7.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一態様に係る内視鏡システムは、被検体の光学像を撮像し映像信号を出力する
撮像部と、内視鏡情報を記憶する内視鏡情報記憶部とを備えた内視鏡であって、前記撮像
信号の周波数特性を補正する第１の周波数補正部を備え、前記第１の周波数補正部の第１
の補正情報を前記内視鏡情報記憶部に記憶している第１の内視鏡と、前記第１の周波数補
正部を備えない第２の内視鏡と、前記第１の内視鏡と前記第２の内視鏡とが、着脱自在に
接続されて、前記内視鏡からの映像信号に対して映像信号処理を行うビデオプロセッサと
を具備する内視鏡システムであって、前記ビデオプロセッサは、前記第２の内視鏡の内視
鏡情報に基づく第３の周波数補正情報を記憶する周波数補正情報記憶部と、接続された内
視鏡の前記内視鏡情報記憶部に記憶されている情報を読み出し、接続された内視鏡を検知
する内視鏡検知部と、前記内視鏡検知部により、前記第１の内視鏡が接続されたと検知さ
れた時、前記第１の周波数補正情報に基づいて前記第１の周波数補正部の周波数補正処理
と協調して周波数補正を行うための第２の周波数補正情報を取得し、前記第２の内視鏡が
接続されたと検出された時、前記内視鏡検知部によって検知された前記内視鏡情報に基づ
き、前記周波数補正情報記憶部から第３の周波数補正情報を取得する補正量取得部と、前
記内視鏡からの映像信号に対して、前記補正量取得部が取得した補正情報に基づき、周波
数補正を行う第２の周波数補正部と、を具備する。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の光学像を撮像し映像信号を出力する撮像部と、内視鏡情報を記憶する内視鏡情
報記憶部とを備えた内視鏡であって、前記撮像信号の周波数特性を補正する第１の周波数
補正部を備え、前記第１の周波数補正部の第１の補正情報を前記内視鏡情報記憶部に記憶
している第１の内視鏡と、
　前記第１の周波数補正部を備えない第２の内視鏡と、
　前記第１の内視鏡と前記第２の内視鏡とが、着脱自在に接続されて、前記内視鏡からの
映像信号に対して映像信号処理を行うビデオプロセッサとを具備する内視鏡システムであ
って、
　前記ビデオプロセッサは、
　前記第２の内視鏡の内視鏡情報に基づく第３の周波数補正情報を記憶する周波数補正情
報記憶部と、
　接続された内視鏡の前記内視鏡情報記憶部に記憶されている情報を読み出し、接続され
た内視鏡を検知する内視鏡検知部と、
　前記内視鏡検知部により、前記第１の内視鏡が接続されたと検知された時、前記第１の
周波数補正情報に基づいて前記第１の周波数補正部の周波数補正処理と協調して周波数補
正を行うための第２の周波数補正情報を取得し、前記第２の内視鏡が接続されたと検出さ
れた時、前記内視鏡検知部によって検知された前記内視鏡情報に基づき、前記周波数補正
情報記憶部から第３の周波数補正情報を取得する補正量取得部と、
　前記内視鏡からの映像信号に対して、前記補正量取得部が取得した補正情報に基づき、
周波数補正を行う第２の周波数補正部と、
　を具備することを特徴とする内視鏡システム。
【請求項２】
　前記第１の内視鏡の前記第１の周波数補正部は、前記第１の内視鏡内の前記撮像部から
前記第１の周波数補正部までの前記映像信号の伝送路による伝送損失を補正し、
　前記第２の周波数補正部は、前記映像信号の輪郭協調処理を行う
ことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡システム。
【請求項３】
　前記第２の周波数補正部は、前記ビデオプロセッサに接続される内視鏡の種別毎で周波
数帯域毎に前記映像信号の周波数補正を行う
ことを特徴とする請求項２に記載の内視鏡システム。
【請求項４】
　前記第２の周波数補正部は、前記内視鏡画像の水平方向及び垂直方向について独立に周
波数補正を行う
ことを特徴とする請求項３に記載の内視鏡システム。
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摘要(译)

内窥镜系统包括内窥镜，该内窥镜可拆卸地连接内窥镜，该内窥镜基于
由捕获对象的光学图像的成像单元获得的内窥镜图像输出视频信号，并
且该内窥镜可从内窥镜拆卸。 2.根据权利要求1所述的内窥镜系统，其特
征在于，包括具有对所述视频信号进行视频信号处理的视频处理器的视
频处理器，其特征在于，所述视频处理器具有对所述视频信号进行频率
校正的第一频率校正单元。 输入在第一频率校正单元中使用的第一频率
校正信息，并且基于第一频率校正信息，第一频率校正单元与第一频率
校正单元的频率校正处理协作以执行频率校正。 校正量获取单元获取第
二号频率校正信息，第二频率校正单元使用第二频率校正信息对来自内
窥镜的视频信号进行频率校正。
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